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令和８年３月９日 

令和７年度 武蔵野市立桜野小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                                       校長名 藤橋 義之 
項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

第
四
期
学
校 

教
育
計
画
関
連 

社会に開かれた教育課程

の実現のための、多様な方

法による情報発信 

保護者アンケート「本校は、学校の教育活動全

般についてホームページやメール、通知を通して

適切に情報を発信している」の肯定的回答率は、

94.8%であった。 

A 
○児童の学習活動の様子については、今

後とも積極的に公開していくとともに、教

育目標や学校経営計画との関連につい

ても説明する。 

○情報発信については、肯定的評価が高いので、今後も情

報発信の創意工夫を期待している。 

○児童アンケートの「困ったことを相談できる先生がいる」と

答えた児童の割合が低いことが気になる。 

○教科担任制により、多くの教員と関わることができるという

のは、教員に相談する際、選択肢が増えるよさでもある一

方で、だれに相談したらよいか迷っている状況でもある。 

子供と向き合う時間の創出

による個に応じた指導の充

実 

教職員アンケート「校務改善や見直しにより、

子供と向き合う時間が増えたか」に対する肯定的

回答率は、56.5%であった。児童アンケートの「困

ったことを相談できる先生がいる」の肯定的回答

率が 69.3%であった。 

C 

○「武蔵野市先生いきいきプロジェクト」に

基づき、業務の見直しや会議等の効率

化等を進める。 

家
庭
・地
域
と
の
連
携
・協
働 

家庭・地域と連携・協働した

教育活動の推進 

地域コーディネーターと連携・協働し、地域人

材や社会福祉施設等と連携した教育活動を実践

することができた。実際に地域へ出て、調査活動

を行ったり、地域の方々と触れ合ったりすることに

より、児童の市民性を高めることができた。保護

者アンケートでも、「地域と連携・協働した教育活

動について」の肯定的回答が 90.8%である。教員

アンケートでも、95.7%が肯定的回答である。 

B 

○今後も地域コーディネーターと連携し

て、地域教材・地域人材を発掘、活用し

た授業を実践していくとともに、地域や保

護者参加型の学習活動を行う。 

○各学年の取組を振り返るとともに、児童

の学びを学年間で共有しながら、カリキ

ュラムマネジメントを進める。 

○６年の総合的な学習の時間で提案型からフィールドワーク

型へ変更（例: ゴミ拾い）している。活動が「して終わり」に

なりがちで着地点（成果の可視化・次へつながるまとめ）が

不明瞭ではないかと感じる。 

○武蔵野市の教育計画の「市民性」育成への接続強化が必

要である。 

○学年間の系統性・深まりに課題があるように感じる。 

○協議会は説明中心から熟議型へ移行し、地域像・児童像

の議論を開始している。参画・熟議の第一歩は成果であ

る。 

○協議会の「学校への具体的貢献」が見えにくく、評価規準

の明確化が課題である。プロセス評価を重視しつつアウト

カムの可視化と評価妥当性の検討を進める。 

開かれた学校づくり 「開かれた学校づくり協議会」についての体制

を整備し、熟議を通してよりよい学校運営につい

て協議を進めることができた。また、児童との意見

交換、研究授業参観、教育課程の承認等の創意

工夫を図ることで、学校参画を進めることができ

た。 
A 

○熟議を通してよりよい学校像や目指す児

童像、その実現のための方策等を明らか

にしていく。また、それぞれの立場での

関わり方についても意見交流を行う。 

○引き続き委員の方には、校内研究授業

参観や協議会の参加を呼び掛けていく。 

引き続き委員の方には、校内研究授業

参観や協議会の参加を呼び掛ける。 

 《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
○子供たちへは教科担任制に関わるメリット・デメリットのアンケートを実施し、次年度の運営に生かす。 

○児童の学習活動の様子については、今後とも積極的に公開していくとともに、教育目標や学校経営計画との関連についても説明する。 

○「武蔵野市先生いきいきプロジェクト」に基づき、業務の見直しや会議等の効率化、人材の活用等を進める。また、教科担任制の指導体制を生かし、相談できる教員が複数いることを児童

に伝える。 

○地域コーディネーターと連携して、地域教材・地域人材を発掘、活用した授業を実践していくとともに、地域や保護者参加型の学習活動を行っていく。また、学習のゴールを明確にすると

ともに、学習成果が実感できる学習を設定する。 

○各学年の取組を振り返るとともに、児童の学びを学年間で共有しながら、カリキュラムマネジメントを進める。 

○委員の方には、校内研究授業参観や協議会に参加していただく。目指す学校像、児童像を共有し、その実現のための方策について熟議を通して明確にする。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現 

日々の授業の充実 高学年の教科担任制により、専門性の高い指

導を展開することができた。児童アンケートにお

いても「授業は分かりやすい」と答えている児童

が 86%となっている。委員会活動・クラブ活動を水

曜日の５時間目に設置することで、より柔軟な時

間割の作成を目指した。しかし、固定時間割の組

み方や特別活動の時間の確保、学習進度の調

整などについてはまだ課題である。 

B 

○教科担任制による専門性の高い授業

は、継続して実施していく。また、よりよい

指導方法については、教科部会内で共

有、検討することで、授業の向上を図る。 

○学年会を毎週必ず設定し、先の学習予

定について学年内で共有するとともに、

児童の様子についても情報交換すること

で、指導に生かす。 

○学習計画・児童情報の共有時間を定例化し予定表に明

記、校内で可視化する体制整備が必要であると感じる。 

 

○学力調査では全国比 10～13 ポイント高、東京都比 7～8

ポイント高い。保護者には結果を通知済みであるが、学校

の成果としてもっと積極的にアピールすべきだと考える。 

 

○学童クラブのネット環境未整備は学習機会の公平性の課

題となるのではないか。教育委員会へ Wi-Fi・機器利用ル

ール整備を要望していくとよい。 

 

○デジタル・シティズンシップ教育の理念は一律制限でな

く、よりよい使い方を学び、考え、実践していくということで

ある。家庭への情報発信と啓発することが大切である。 

 

○読み上げ機能が有効な児童がいるが、保護者がこの機能

を知らない場合がある。ディスレクシア等への支援として広

く啓発していくとよいのではないか。 

校内研究・校内研修の充実 「個別最適な学習と協働的な学習の一体的な

充実」をテーマに、よりよい学習の在り方につい

て研究を進め、研究発表会を行った。主体的・意

欲的に学ぶ姿が多く表れている。児童アンケート

においても、自己決定しながら学びを深めていく

力の高まりが現れている（肯定率 81.7%）。 

A 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」に

ついては、校内研究の柱として設定し、

更なる授業改善に取り組む。 

○「学ぶ・使う・生かす」の「生かす」に焦点

を当て、単元のまとめの活動を工夫した

り、カリキュラムマネジメントを行ったりし

ていく。 

少人数指導や個別指導の

充実と基礎学力の定着 

全国学力学習状況調査では、全国平均を大き

く（10 ポイント以上）上回り概ね良好の状態であ

る。算数では、習熟度別指導、個別支援教室、

学習支援教室を展開し、その成果も出ている。東

京ベーシックドリルの結果からは、概ねどの児童

も理解できている様子であるが満点率は 10％に

満たない。 

B 

○個別支援教室「ステップルーム」、学習

支援教室「まなべえ」の運営方針を確認

し、さらなる充実を図る。 

○東京ベーシックドリルやＩＣＴ機器を活用

し、基礎学力の定着を図る。 

○児童が主体的に取り組む家庭学習の在

り方を検討し来年度から実施する。 

デジタル・シティズンシップ

教育を含んだ情報活用能

力の育成 

オンラインの図書資料も活用しながら、児童の

読書活動や教科の学習活動を進めることができ

た。児童アンケートでは、「学習者用コンピュータ

を学習場面で有効に活用している」と答えた児童

は 84.4%である。情報モラルについては、今後も

継続して指導する必要がある。 

B 

○各教科において、ICT 機器だけではなく

図書資料など、必要に応じて児童自身

が必要なものを選択して学習を進めてい

くことができるように環境を整える。 

○情報発信や啓発活動を通し、家庭と連

携した取組を推進する。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

○教科担任制による専門性の高い授業を継続して実施していく。また、よりよい指導方法については、教科部会内で共有、検討することで、授業の向上を図る。 

○学年会を毎週必ず設定し、先の学習予定について学年内で共有するとともに、児童の様子についても情報交換することで、指導に生かす。 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」については、校内研究の柱として設定し、更なる授業改善に取り組む。自己選択、自己決定の場を取り入れ「自立した学習者」の育成を目指す。 

○「学ぶ・使う・生かす」の「生かす」に焦点を当て、単元のまとめの活動を工夫したり、カリキュラムマネジメントを行ったりする。 

○個別支援教室「ステップルーム」、学習支援教室「まなべえ」の運営方針を確認し、さらなる充実を図る。 

○東京ベーシックドリルやＩＣＴ機器を活用し、基礎学力の定着を図る。 

○児童が主体的に取り組む家庭学習の在り方を検討し来年度から実施する。学童クラブでの宿題への取組については検討を進めるとともに、ネット環境の整備についても、武蔵野市に要

望する。 

○各教科において、ICT機器だけではなく図書資料など、必要に応じて児童自身が必要なものを選択して学習を進めていくことができるように環境を整える。 

○デジタル・シティズンシップ教育については、情報発信や啓発活動を通し、家庭と連携した取組を推進する。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

思
い
や
り
の
心
の
育
成 

桜野スタンダードの取組 桜野スタンダードについては、児童の意見か

ら、より分かりやすくするためイラストを交えた掲

示物を作成した。児童アンケートでは、89.1%の児

童が「学校のきまりやルールを守っている」と回答

している。 

Ｂ 

○桜野会議、委員会活動等と連携し、児童

自身が行動を振り返り、改善策を提起し

ていく場面を設定する。 
○桜野小の子供たちは地域でもとてもよい行動、気持ちのよ

い挨拶などできている。そういったよい行いがあった時、地

域からの情報が学校へ伝わりにくいという課題はある。地

域と学校の共有の仕組みが必要。 

 

○児童アンケートで「友達を大切にしている」「人の役に立ち

たい」は高水準である。一方「自分のことを大切にしてい

る」は低めで自己肯定感に課題が見られる。 

 

○保護者アンケートでいじめ未然防止の取組について、「分

からない」のと答えている保護者が多い。具体事例の広報

は難しいが、方針・枠組みの周知は可能であると考える。

武蔵野市「いじめ防止基本方針」の改定に合わせて、学

校方針の周知を進めることが大切である。 

 

○道徳授業・地区公開講座で他者理解・思いやりに触れる

機会を計画的に提供するとよい。 

 

○桜野小の学校行事は、大変盛り上がり、保護者とともに地

域も楽しみにしている。また、行事を通して子供たちが大

きく成長している姿がよく分かる。今後も桜野小らしい行事

を創造してほしい。 

道徳教育と人権教育の推  

進 

人権意識の向上に向けた取組を実践してき

た。保護者への教育活動アンケートでは、90.2%

の保護者が「思いやりの心が育っている」と答え

ている。また、児童アンケートでは、95.2％の児童

が「友達を大切にしている」と答えている。「自分

のことを大切にしている」と答えた児童は 83.3%で

あった。 

Ａ 

○引き続き教育活動全体を通して「子ども

の権利条例」の理解啓発を推進するとと

もに、人権教育の実践をＨＰや学校だよ

り等で発信する。 

○改定する「いじめ防止基本方針」につい

て理解啓発を図る。 

○道徳の時間を大切にして、多様な考えや

価値観に触れながら他者とのよりよい関

わり方について考えさせる。 

特別支援教育、理解教育の

推進 

特別支援教室や通級指導学級の教員による

理解教育を通して、多様な他者への理解や認識

を深めることができ、ともに生きる態度の育成を図

ることができた。保護者アンケートでは、「分から

ない」との回答が 12.7%であり、本校の取組や児

童の様子を広く伝えていく必要がある。 

Ｂ 

○こぶし教室、こだま学級と連携し、多様性

についての理解教育を推進する。また、

学校公開で保護者にも授業の様子を見

ていただいたり、活動の様子をホームペ

ージで紹介したりしすることで、学校と家

庭が連携して取り組む。 

特別活動の充実 話合い活動を充実させ、児童が多様な考えを

認め、思いを共有しながら合意形成を図るように

努めている。互いの意見を伝え合い、納得解・最

適解を導く活動を経験することで、88.6%の児童

が、先生や友達の話をしっかり聞いていると答え

ている。行事や委員会活動など、児童の思いを

引き出し、児童自身が主体的に取り組むことがで

きた。保護者アンケートでは、「子供たちは学校

行事を楽しんでいる」について 97.7％の肯定率

であった。 

A 

○今後も学級活動の充実を図っていく。年

間計画を見直し、教員相互に授業を見

合ったり、校内の研修を行ったりしなが

ら、授業力の向上に努める。 

○児童の意見を吸い上げ、児童自身が主

体的、創造的に取り組む学校行事となる

取組を継続していく。 

○児童会活動、クラブ活動において、外部

講師や地域人材を活用し、地域との連

携を深めていく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
○桜野会議、委員会活動等と連携し、児童自身が行動を振り返り、改善策を提起していく場面を設定する。 

○地域からの情報は、「開かれた学校づくり協議会」で共有できるようにするとともに、地域団体が発行するお便り等にも掲載してもらえるように働きかける。 

○教育活動全体を通して「子どもの権利条例」の理解啓発を推進するとともに、人権教育の実践をＨＰや学校だより等で発信する。また、道徳の時間を大切にして、多様な考えや価値観に

触れながら他者とのよりよい関わり方について考えさせる。道徳授業地区公開講座などで、保護者地域に向けても他者理解、思いやりなどについて発信する。 

○改定する「いじめ防止基本方針」について理解啓発を図る。 

○こぶし教室、こだま学級と連携し、多様性についての理解教育を推進する。また、学校公開で保護者にも授業の様子を見ていただいたり、活動の様子をホームページで紹介したりしする

ことで、学校と家庭が連携して取り組む。 

○児童の意見を吸い上げ、児童自身が主体的、創造的に取り組む学校行事となる取組を継続する。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

健
や
か
な
体 

強
い
心
の
育
成 

体力の向上 校内の OJT 研修や体育実技研修を行うこと

で、体育指導や技能のポイントを理解し、指導の

改善に努めている。体力向上旬間や縄跳び旬間

を設定・実施することで、児童は意欲的に運動に

取り組むことができた。体力テストの結果にも成

果が表れてきている。中休みは、全校児童が外

で活動できるように見直した。 

B 

○体育実技研修を行い、よりよい指導につ

いて共通理解しながら指導に当たる。ま

た、運動の系統性についても意識して指

導に当たることができるようにする。 

○体力向上旬間、縄跳び旬間、中休みの

外遊びの励行により、運動の日常化を図

る。その際、各種の運動カードを用意し、

運動することの意欲の向上と持続につな

げていく。 

○給食は自校式で満足度が高く、食育や委員会活動の工

夫が生きている。多国籍メニューが食育・コミュニケーショ

ンに有効であると考える。 

 

○中休みは全員外出の環境に改善。冬季の外遊び動機づ

けが課題で、運動循環やカード活用を見直し・継続。体育

は安全と持久性の両立を図り縄跳び中心、走活動は自分

のペース重視で適切に実施している。 

 

○体育着は安全・防寒の両立が大切だと考える。長袖長ズ

ボンも今年度新たに導入されていてよい。 

 

○「元気でいる」ということはとても大切で、そのためには、運

動、休養、食事が欠かせない。小学校において基本的な

習慣が身に付くとよい。 

自校給食を生かした食育の

推進 

92.9％の児童が「給食はおいしい」と肯定的に

回答している。当日の食材となるトウモロコシやそ

ら豆の皮むきを行ったり、冬休みの調理教室を行

ったりなど、自校給食だからこそできる食育の活

動を実施することができた。委員会活動とも連携

し、給食の残菜を減らす取組を行ったことも、アン

ケートの好結果につながっている。今年度より、

学校ホームページで一週間の給食の写真を掲

載した。 

A 

○これまでの実践は継続するとともに、より

児童のアイディアを生かし、主体的な取

組としていく。また、食材を身近に感じる

ことができるような活動を工夫していくとと

もに、これらの取組を試食会やホームペ

ージ、たより等で周知理解を図っていく。 

健康・安全への意識の向上 全児童を対象にした保健指導や３年生以上の

保健学習を通して、児童の健康・安全への意識

を高めることに努めた。児童アンケートでも健康

的な生活を意識していると答えた児童が 84.7%で

あり、成果として表れている。保健だよりや学校保

健委員会を通して、保護者との連携・協働を図り

ながら児童の健康増進・体力向上に向けて取り

組んでいく必要がある。今年度は、校内でインフ

ルエンザが流行し、多くの学級が学級閉鎖となっ

た。 

B 

○体育の保健学習は、中学年４時間以上、

高学年８時間以上確実に指導していくと

ともに、児童が自分の生活を振り返り、健

康的な生活を送っていこうとする意欲と

態度を育てていく。 

○学校保健委員会は、対面とライブ配信の

ハイブリットで実施することで、地域、保

護者へ広く発信していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 
○体育実技研修を行い、よりよい指導について共通理解しながら指導に当たる。また、運動の系統性についても意識して指導に当たることができるようにする。 

○体力向上旬間、縄跳び旬間、中休みの外遊びの励行により、運動の日常化を図る。その際、各種の運動カードを用意し、運動することの意欲の向上と持続につなげていく。 

○これまでの実践は継続するとともに、より児童のアイディアを生かし、主体的な取組とする。また、食材を身近に感じることができるような活動を工夫していくとともに、これらの取組を試食会

やホームページ、たより等で周知理解を図る。 

○体育の保健学習は、中学年４時間以上、高学年８時間以上確実に指導するとともに、児童が自分の生活を振り返り、健康的な生活（適度な運動、十分な休養、バランスの取れた食事）を

意識して送っていこうとする意欲と態度を育てる。 

○学校保健委員会は、対面とライブ配信のハイブリットで実施することで、地域、保護者へ広く発信する。 

 


